





























































士に批判 を乞 うた｡ 二人とも内容に立入って実の
ある議論となったが語学力不足の私の方が疲れて
寝こんでしまった｡ そのためその夜のConference
Dinnerに出た大鰻の蒲焼(?)を食べ損ねてしまった｡
もっともあまり大味でおいしくをかったそうである｡
第3日日 (9月7日)は午前中Sympodium m
で ｢DevelopmentalBiologyandTeratology｣
であった｡内容は各演者の概念的を話で難解であ
った｡ むしろpostersessionにおいてwhole-
embryo･culturemethodsが多かった｡ 器官形成
期全肱培養の発生生物学 ･実験奇形学への応用は
両棲類胚,鶏月引二おける誘導実験の成果をふまえ
た菌歯類肱の培養技術の確立によっていちじるし
く増幅されている｡ 角谷先生は｢A Chromosome
StudyofthePatientswithheavymental
Retardation｣を展示されていた｡午後のSympo-
dium Ⅵは ｢InternationalGuidelinesand
RegulationforReproductiveTexicityTest-
ing｣で大森先生が再び登壇 されて｢AreJapanese
RequirementsreallyDifferent?｣を講演 され
た｡大森先生の講演 を最後に私たちは森の中の会
議場を離れた｡(永井理事)
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